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■提案概要                                  No.2－24 

提案名 「暮らし方 BOOK」から始める住まいの継承プロジェクト 分 野 
その他の分野に係

る提案 

提案者 株式会社ソーラーサーキットの家 種 別 システム提案 

構 造 木造住宅（在来軸組） 建て方 一戸建ての住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■提案の基本的考え方 

《私たちの組織》 

弊社は、温熱環境を主軸とした独自の工務店研修制度と、夏対策に配慮した外張り断熱工法を軸に、

全国各地域(北海道・沖縄を除く)の流通事業者のエリア内で工務店をグループ化している。目的を共

有する仲間が学びを通じてレベルアップを図りながら、地域の気候風土を重視した住み心地と省エネ

性にこだわる住まいづくりを推進する組織である。 

 

《長期優良住宅の考え方》 

日本の気候風土は、冬の暖かさの確保は当然必要だが、近年亜熱帯モンスーン気候の様相を呈して、

住まいづくりの基本は、夏暑く湿度が高い気候に対する「夏の暑さ対策」がますます必要となってき

ている。 住まい自体の高いスケルトン性能、特に耐久性と温熱環境性能を持ち、地熱や通風とい

ったパッシブエネルギーを利用して省エネ性も実現しながら、日常の快適性や住み心地が大切な家

族共に体感できると住まいに対する「愛着」が生まれる。愛着があって始めて、住まいを手入れする

習慣を学んで「ずっと住んでいたい、長持ちさせたい」という気持ちになり、そうしたことが、良質

な社会ストックの形成に繋がる。  

本当の意味の長期優良住宅を日本に根付かせるには、こうした１～２年間の住まい手が住み慣れて

いく過程（暮らし方）への支援を通じて、住宅の価値を実感できる仕組みの導入が重要であると考

える。 

 

 

 

 

 

■提案内容  

当提案は、設計段階や入居後の、住まい手と工務店とのコミュニケーションを深め、かつ住まい手

自身が住まい性能の価値を確認していけるように支援する仕掛けである。 

 設計段階では、ＣＡＳＢＥＥ健康（案）の健康チェックリスト（案）により、今までの住まい

の問題点の気づき、ＣＡＳＢＥＥ健康（案）に基づいた健康維持構成要素マトリックス（案）によ

り、住まい手とのつくり手とが納得し共感して優先順位をつけて設計をしていくことにより、自分が

参加した意識が高まり、「愛着」が生まれるきっかけとなる。  

またＣＡＳＢＥＥすまい[戸建て]の評価を Aランク以上の設計をして、CO2 削減や住み心地に寄与

する省エネ性能を確保する。 

こうしたコミュニケーションツールを 

利用して、住まい手とつくり手との間で 

双方の考え方を「上手く伝える」ことに 

より、住まい手が愛着をもてる住まいづ 

くりの第一歩となる。 

  

日本の気候風土の認識
亜熱帯モンスーン気候
夏対策の必要性

ハード（高い基本性能）
長期優良住宅の性能
ソーラーサーキット工法

ソフト（家守り、暮らし方支援）
データの蓄積、履歴情報の活用
毎日の住み心地
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住み続ける
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ハード面のスペックは、住まい自体の高いスケルトン性能、特に耐久性と温熱環境性能を持ち、地熱

や通風といったパッシブエネルギーを利用する「外断熱・二重通気工法」とＳＣナビを採用する。こ

れにより省エネ性も実現しながら、日常の快適性、特に夏の暑さ対策で住み心地を実現する。また耐

震性能では構造躯体で見逃されがちなコンクリート強度の信頼性を重視し、強度３０Ｎ/m ㎡のコン

クリートを使用し、サンプリング試験も実施する。将来のライフスタイルに合わせた間取りの進化が

できるようにスケルトンインフィルの構造として、耐力壁以外は床先行施工で、間仕切壁は後工事と

する。 

 

入居後は、省エネナビ、「エアアドバイスシステム」により、室内の温熱データをもとに、「暮らし

方 BOOK」（案）に基づいて暮らし方の相談アドバイスをする。 ｢エアアドバイスシステム｣は、快適

な暮らしを持続体感してもらうために、お客様の住まいの空気環境（温度、湿度、VOC 等）のレベル

の推移を把握し暮らし方のアドバイスをするものです。 

 また四季に合わせた暮らし方を邸別ごとに巡回し、直接住まい手に説明していく『巡回型・住まい

のコンシェルジュ』を整備し実施する。つくり手と住まい手とが、暮らし方を通じて、長期優良住宅

を超える価値を共有し、浸透させていく仕組みを提供する 。 

 以上の支援プログラムを通じて住まい手が１～２年間の間、住み慣れていく過程（暮らし方）への

支援を実施する提案である。 
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引継ぎ

オーナー倶楽部
Ｗｅｂ（予定）

引渡し

暮らし方 基本事項説明

自動アラーム
毎年（セルフメンテ）
（ﾌｨﾙﾀｰ清掃)→
（ｼﾛｱﾘ点検)→
（ｼｽﾃﾑ動作点検)→
隔年
（設備点検)→

継続・更新
ＢOOK更新
最新情報の提供
暮らし方事例紹介

１～２年目

電力消費計測
【省エネナビ】

＜建物＋暮らし方BOOK の引継ぎ＞

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

設計理解
共感

ＳＣホームページ

最新版・情報補完

「暮らし方BOOK」

暮らしの
コミュニケーションツール

ｴｱｱﾄﾞﾊﾞｲｽｼｽﾃﾑ
【温湿度・VOC計測】

巡回型・住まいの
コンシェルジュ

最新版・情報補完

アドバイス
理解度確認

アドバイス

データ蓄積

アドバイス

【設計段階コミュニケーションツール】

ＣＡＳＢＥＥ健康 健康ﾁｪｯｸﾘｽﾄ（案）：
⇒問題点の気づき

健康維持構成要素ﾁｪｯｸﾘｽﾄ（案）
⇒優先順位づけ

ＣＡＳＢＥＥ[すまい戸建て]
住まいの基本性能⇒資産価値の継承

【概念図】

【入居後のコミュニケーションツール】

■提案者からのコメント 

日本の厳しい気候風土のなかで、日々快適な住み心地を享受するためには、住まい自体の基本性能

に加えて、住まい手の「暮らし方」が大きな要素となる。このスキームは、①これからの住まいづく

りに求められる「住み心地」という目に見えない性能をつくり手が「上手に伝える力」を身に着けて、

②住まい手の快適な「暮らし方」を支援し、③愛着のある住まいを「大切に長く使う」ことができる

ように住まい手と共に「家守り」をする、ことを期待するものである。今回の採択を機に、日本の住

まいづくりの方向性である長期優良住宅の普及を通じて、良質な住宅のストック形成の一助を担うグ

ループとして認識を新たにし、時代の要請に応えることができる住まいづくりに努める所存です。 
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